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Abstract
This paper examines the relation between the organizational structure of Yiguan Dao (I-Kuan
Tao) in Thailand and its membersʼ network. This study aims at reconsidering the focus on
Chinese identity of Chinese religious groups in Thailand and the supposition of “individualization”
of religious practices in Thailand. Most studies on Chinese religion in Southeast Asia are
concerned with Chinese communities or ethnicity but overlook the context of the host societies.
However, Yiguan Dao in Thailand, with its many non-Chinese members, challenges this
supposition. With economic development and social change in Thailand, people move from the
countryside to urban cities and even abroad. In the context of traditional communities with high
mobility, the much-divided organizational structure of Yiguan Dao offers members an
opportunity to find a toehold when moving around. People who migrate for higher education,
work, or overseas labor find an anchor in the trans-regional network of Yiguan Dao. This trans-
regional network also supports people in the margins or excluded from their own communities. I
argue that this challenges the supposition of “individualization” of the Thai religion.
Keywords: Yiguan Dao (I-Kuan Tao), migration and human mobility, individualized religion,
new religion, Thailand
キーワード：一貫道，移動性，個人化した宗教，新宗教，タイ国






* 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科; Graduate School of Asian and African Area
Studies, Kyoto University, 46 Shimoadachi-cho, Yoshida Sakyo-ku, Kyoto 606-8501, Japan
e-mail: lin.sheng.86x@st.kyoto-u.ac.jp
東南アジア研究 53 巻 2 号 2016 年 1 月
189
戦後に拠点を台湾へ移し，1970 年代から東南アジアや世界各地へ伝播している宗教団体であ
る。2009 年の資料によると，タイではすべての県に一貫道の仏堂があり，その数は 7,000 にも










きく分けて 2度伝来している。最初の伝来は 1950 年代で，雲南からミャンマーを経由する
ルートと香港からの 2つのルートによるものであった [慕禹 2002: 156]。しかし，当時は広く
普及するに至らず，1970 年代以降の台湾からの伝来によって大きく信者数を伸ばした。先行
研究では，1970 年代以降の東南アジアにおける一貫道の伝来は，台湾人ビジネスマンの進出







を中心に繰り返し論じられてきた [小泉 2006]｡1) 一方，中国系の研究者は，華僑アイデン
ティティー，中国語教育などの華僑政策の延長上のテーマに集中し，「漢学研究」のパラダイ
ムから脱出できていない [王 2002; 陳 2013]。それに対し，ジャクソンやパッタナは，近年の
タイ宗教 (タイ仏教) が，中国由来の要素をもその不可欠な部分として含みつつダイナミック
に展開していることを明らかにしている [Jackson 1999; Pattana 2005]。マクダニエルもまた，
インド系の神々や占星術などとともに，中国系宗教などの要素をも，タイ仏教のレパートリー
に含めて分析することを提唱している [McDaniel 2011]。一方片岡は，従来の華人研究アプ
1 ) Skinner [1957]，Coughlin [1960]，Tong and Chan [2001] などの研究を参照。




し，タイ社会の文脈から見る中国系宗教の研究を呼びかけている [片岡 2014; 2015]。他方，
1970 年代からタイに入ってきた世界救世教や創価学会などの日系宗教団体にも，タイ社会や














村では，バンコク首都圏への移動労働がさらに助長された [北原 1990: 433-458; 北原・赤木
1995: 142-157, 305-306; 木曾 2007]。一方，中東各国を中心に海外への労働移動もこの時期か
ら現れる。海外への移動は，1990 年代より日本，台湾や韓国など東アジアの新興工業国に向




他 2000: 118-123; 藤田 2004]。さらに，村内の不平等の拡大，農業や主婦グループの崩壊，出
稼ぎの情報をめぐる農民同士の不信感などの負の影響もまた，移動労働の増大の結果として農
村にもたらされてきたと報告されている [鈴木 1995]。一方，出稼ぎに行った女性と故郷の農
村や両親との社会規範をめぐる齟齬も先行研究でしばしば言及されている [Mills 1995; 1999;





してきた。1930 年代から 1950 年代にかけて生じた初期のタンマガーイ運動や都市部のチャオ
ポー (職業的シャーマン chaopho) 信仰は，バンコクと近郊の運河整備に伴う人口の流動化や































































年 代 天盤を統掌する神仏 天命の在る処
青陽時代 3086BC-1200BC 燃燈仏 道は君主に在る
紅陽時代 1200BC-1912AD 釈迦牟尼仏 道は師儒に在る
白陽時代 1912AD-現在 弥勒仏 道は庶民に在る
点伝師，講師を経て一般信者に至る「師弟関係」を原因3) とするリーダーたちの反目がもた
らすグループの細分化がこの宗教団体の特徴であり，歴史の中でもこのような分裂がしばしば






























方で村民を教えるという形の継承である [宋 1987; 黄 2011: 54-60]。こうした仙仏，教祖，点伝師，
講師による信者たちとの「師弟関係」が一貫道の枠組の中に見出される。
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表 3 タイにおける発一崇徳組の各地の中心仏堂と登録の名前
中心仏堂 成立年代 登録の団体 (mulanithi) 名 地 名
崇德 1991 崇德慈善基金會มูลนิธิปฐมธรรม ナコーンパトム県
泰霖 1998 光明文教基金會มูลนิธิวิสุทธรรม ムックダーハーン県
崇光 1998 崇光慈善會มูลนิธิเลิศแสงธรรม ナコーンラーチャシーマー県
天生 1998 天生佛院慈善會มูลนิธิวิถีธรรมชลบุรี チョンブリー県
泰同 1999 崇德文教基金會มูลนิธิเทิดคุณธรรม ナコーンラーチャシーマー県
泰修 2001 金丹基金會มูลนิธิวัชระดวงแก้ว バンコク
泰春 2002 佛道基金會มูลนิธิชินบัญชรองค์กรสาธารณประโยชน์ ナコーンパトム県
泰運 2003 濟慧基金會มูลนิธิอนุเคราะห์ปัญญา バンコク
泰佳 2004 崇明慈善會มูลนิธิประทีปคุณธรรม バンコク
泰悟 2004 崇智文教基金會มูลนิธิวิสุทธิญาณ ナコーンラーチャシーマー県
泰慧 2005 泰慧慈善基金會มลูนิธิไท่ฮุ่ยปัญญาธรรม ピチット県
泰林 2006 泰林功德會มูลนิธิไท่หลินเทิดคุณธรรม チェンマイ県
泰育 2006 智慧光文教基金會มูลนิธิแสงปัญญา ナコーンサワン県
泰儒 2008 慈德慈善基金會มูลนิธิฉือเต๋อเมตตาคุณธรรม チェンライ県
泰仁 2008 泰仁慈善會มูลนิธิเมตตาธรรม ナコーンラーチャシーマー県
泰達 2008 關公文教會มูลนิธิกวนอู ラヨーン県
泰揚 2009 菩提文教基金會มลูนิธิโพธิญาณ ピッサヌローク県
泰進 2009 光明文教基金會มูลนิธิไท่จิ้นสว่างธรรม サラブリー県














泰珍壇 (ノーンカーイ県) 2005 (ヴィエンチャン) 查迪，諾那行，蔘莎玲，習善，珍真，珍美
(ルアンパバーン郡) 珍善
出所：[『發一崇德泰國道場崇慧道務慶祝 20週年特刊』2012]






きく役立った [Lim 2012]。表 4 の参考資料によると，この発一崇徳組「崇慧道務」には 10宇



























































































































9 ) 教義解説書は中国語で「善書」，タイ語では nangseu thammaと呼ばれる。こうした教義解説書は
経典の他にも，経典の解釈，教祖やリーダーたちの文書，神様からのお告げなどの様々な内容から
成る。詳しくは丁 [2007] を参照。
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表 8 2014 年 2〜3 月ウボンラーチャターニー県発一霊隠組聖音慈航仏堂で確認した活動スケジュール
日 付 曜日 活動内容 場 所
2014/2/1 土 児童道徳教育の講義 シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡
2/2 日
2/3 月 会議 (小区) ウボンラーチャターニー県
2/4 火
2/5 水 夜の講義 (聖訓) ウボンラーチャターニー県
2/6 木















2/12 水 夜の講義 (聖歌) ウボンラーチャターニー県
2/13 木 上元天官帝堯聖誕
2/14 金 夜の講義 (臨時仏堂の飾り) ウボンラーチャターニー県
2/15 土
2/16 日 1日の講義 シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡
2/17 月 会議 (全国) バンコク
2/18 火
2/19 水 夜の講義 (仏堂の規則礼儀) ウボンラーチャターニー県
2/20 木
2/21 金 夜の講義 (研究) ウボンラーチャターニー県
2/22 土 種の教師のトレーニング バンコク
2/23 日 種の教師のトレーニング バンコク
2/24 月 会議 (地方) シーサケート県ウトゥムポーンピサイ郡
2/25 火 入信儀礼 シーサケート県
2/26 水 夜の講義 (三宝) ウボンラーチャターニー県
2/27 木
2/28 金 夜の講義 (研究) ウボンラーチャターニー県
3/1 土 活動の司会者のトレーニング バンコク
3/2 日 活動の司会者のトレーニング バンコク
3/3 月 会議 (小区) ウボンラーチャターニー県
3/4 火

















表 8 2014 年 2〜3 月ウボンラーチャターニー県発一霊隠組聖音慈航仏堂で確認した活動スケジュール (続き)





3/10 月 会議 (全国) バンコク
3/11 火
3/12 水 夜の講義 (聖歌) ウボンラーチャターニー県
3/13 木




















3/20 木 1日の講義 スリン県チュムポンブリー郡
3/21 金 夜の講義 (研究) ウボンラーチャターニー県
3/22 土 明徳，3日の講義の講師試験 サムットプラーカーン県
3/23 日 明徳，3日の講義の講師試験 サムットプラーカーン県
3/24 月 会議 (小区) ウボンラーチャターニー県
3/25 火
3/26 水 夜の講義 (三宝) ウボンラーチャターニー県
3/27 木
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[事例 5] 66歳女性 ウボンラーチャターニー県出身





























































者になった事例について報告されている [林 2014: 58]。
[事例 12] 42歳男性 チェンライ県出身

















































[事例 17] 50 代夫婦 ウボンラーチャターニー県ピブーンマンサーハーン郡出身
30 代のとき夫婦はバンコクに移住した。夫は医者だった。夫婦とも一貫道に入信した。




























yai)14) の主導で行われる。 [Apinya 1998; 矢野 2006]。一方，サンティアソーク運動は，都市
↗
14) タンマガーイ寺の前身は 1960 年代初頭に早期のタンマガーイ運動が発祥したパークナーム寺
(Wat Paknam) の中の小さな瞑想集団の 1 つである。1977 年に宗教局から寺院登録の許可を得て




かのサンティアソークの村を立ち上げ，新たなコミュニティーを作っている [福島 1993; 矢野





















1990 年の時点でタイ国内の 73 県のうち 50 県に在家者組織の支部があり [Zehner 1990: 411]，現在









ソーク，タレーアソークの 9 カ所を含め，先行研究によると，2007 年時点でタイ全国に 27 カ所の
アソークセンターがある。その内訳は，中部タイ 5 カ所，東北部 13 カ所，北部 5 カ所，南部 4 カ
所である [Heikkilä-Horn 2010]。消費主義的な生活を批判し，村落社会の理想を求める信者たちは，
こうした地方支部で，出家者とともに，自給自足の暮らしを目指すコミュニティーを作っている。














一方，中国で一貫道の原型となったともいわれる先天道 [林 1986; 王 1996] は，タイに伝














ば，先天道の位階制度 [Topley 1963: 374-384; 志賀 2010: 159-160] を簡素化し，第Ⅱ章でも
16) 志賀 [2010: 150] の資料によれば，1966 年の先天道の資料では，タイ国内の 116 カ所の堂名が掲
載されているという。
17) 筆者が見聞した範囲でも，先天道の堂社で一貫道の行事が行われたり，先天道の堂社がそのまま一

































18) 中国語で「聖凡双修」という。タイ語では patibat thang lok thang thamという。
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